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３ 要旨

近年の肥料原料費の高騰は農家の経営を圧迫しており、それに対応した減肥栽培技術の実用化が緊急の課題となっ

ている。そこで、キャベツにおけるリン酸減肥の可能性を現地ほ場で確認したところ、非黒ボク土で可給態リン酸が

50mg/100g（トルオーグ法）以上のほ場及び黒ボク土で可給態リン酸が100mg/100g以上のほ場では、リン酸を施用しなく

ても減収しない。

（１） 非黒ボク土で可給態リン酸50mg/100g程度のほ場では、リン酸を施肥しなくても秋作の結球重は慣行施肥と同じ

であった。（図１）

（２） また、黒ボク土で可給態リン酸100mg/100g程度のほ場でも、リン酸を施肥しなくても同一ほ場で春秋２作の結球重

は慣行施肥と同じであった。（図１）

（３） なお、リン酸の施肥量決定にあたっては、作付前の土壌中可給態リン酸値をトルオーグ法で求める必要がある。

図１ 異なるリン酸施用量で栽培したキャベツの結球重 図２ 異なるリン酸施用量で栽培したキャベツ結球部のリン含有量

注１ 0%、50%、100%は、リン酸施肥量を示す。(100%は18.9kg(P2O5) 注１ 0%、50%、100%は、リン酸施肥量を示す。(100%は18.9kg(P2O5)

注２ Tukey法による検定で同一作の施肥量間に有意差無し。(p=0.05） 注２ Tukey法による検定で同一作の施肥量に有意差無し。(p=0.05）
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